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総合司会  鈴木規夫（愛知大学国際コミュニケーション学部教授） 
 6月 28日（火）  
14:45～16:15  基調報告（講義） 二題 ･･･････････････････････････････････ 講義棟 L805 
1. 「伝統中国の国家と礼楽秩序」  渡辺信一郎（京都府立大学元学長） 
2. 「華夷秩序—徂徠・宣長及び洋学者の中国認識」小島 康敬（国際キリスト教大学特任教授）                              
        16:30～18:00  討論Ⅰ ･･･････････････････････････････････････････････厚生棟 W31-32会議室 
1. 討 論 「東アジアの礼楽と国際規範をめぐって」   
             板垣雄三（東京大学名誉教授）／周星（愛知大学教授）／単純（中国政法大 
         学教授）／張践（中国人民大学教授）／グレン・フック（シェフィールド大 
         学教授）／武者小路公秀（国連大学元副学長）/鈴木規夫 
以上、掲載部分 
6月 29日（水）  
9:30～12:30 討論 II･･･････････････････････････････････厚生棟 3階 31会議室 
「International Confucian Forum- A Dialogue between Asian Civilizationsをめぐって」 
     1. 報告「中華文化礼楽秩序の構築―古代儒家とイスラームの調和的関係をめぐる歴史的経験」 
                   張践（中国人民大学教授）／単純（中国政法大学教授） 
   2. 全体討論 
渡辺信一郎（京都府立大学元学長）/小島康敬（ICU客員教授）/ 
板垣雄三（東京大学名誉教授）／周星（愛知大学教授）／単純（中国政法大 
         学教授）／張践（中国人民大学教授）／グレン・フック（シェフィールド大 
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石見 清裕 1988年『唐の北方問題と国際秩序』汲古書院 
加藤 常賢 1943年『礼の起源とその発達』中文館書店 
武内 義雄 1979年「礼の倫理思想」『武内義雄全集』三巻所収、筑摩書房 




















































蕃客 三等以上、四等以下七等  
宮懸 殿庭 数百人のオーケストラと文舞隊六四人・武舞隊六四人 




華夷秩序—徂徠・宣長及び洋学者の中国認識（概要） 2016/6/28 愛知大学 





























































































Appendix：α <Confusion-Islamic Connection>をめぐる基礎研究プロジェクト 
マランおよびバトゥ（インドネシア）調査レポート   樫村愛子 文学部教授 
                                 
1. 調査の概要 
 
2015 年 4 月、インドネシア・ムハマディーヤ・マラン大学リサーチグループと共同して、
名古屋圏におけるムスリム・コミュニティ調査(1)。 





































の公共的空間と市民的価値観の観点で、NGO や NPO を含む社会組織・集団においても捉




























インドネシアの経済規模は名目 GDP で世界第 16 位、BRICs に続く新しい新興工業国と
目されており、G20 メンバーである。他のイスラーム大国と比べると、9 位のインドは別格
として、18 位のトルコ、28 位のイラン、38 位のエジプトを引き離している。エコノミス
 43 
ト誌による民主主義指数のランキング（2015 年）によると、インドネシアは指数 7.03 で
49 位である。これは「欠陥のある民主主義」に区分されるが（23 位の日本もこの区分）、
ASEAN 諸国のなかでは最高位であり、他のイスラーム大国と比べた場合、35 位のインド
には譲るが、97 位のトルコ、134 位のエジプト、156 位のイランとの差は歴然である。ま
た経済平和研究所による平和度指数のランキング（2015年）では、インドネシアは指数1.769
で 46 位である。これは 45 位のフランスに続く順位であり、他のイスラーム大国を大きく
引き離している。このように、インドネシアは、イスラーム諸国を含む新興国グループの
中で、政治的に安定した民主的な国家として経済成長を遂げている（青山 2016）。 









しかし、貧富の激しい格差が存在し、世銀は、インドネシアの総人口 2 億 5000 万のおよ
そ 8 割に相当する約 2 人が貧困ラインの月収約 33 万 8000 ルピア（約 2870 円）の下層に
位置し、上位 10％にあたる富裕層との格差が拡大しつつあるとする。ジニ係数が 00 年の














































なお、2015 年に World Economic Forum が出した Global Gender Gap Report のランキ


















 今回の調査は、二つの女性対象の NGO、一つ目は、バトゥ市の中に所在する Punten 村
の NGO“ Sekolah Perempuan” (インドネシア語の Woman School の意)の事務所およびセ
ンターと、二つ目はインドネシアの女性支援 NGO として有名で強い影響力を持つ NPO ア




(1)NGO“ Sekolah Perempuan” (Woman School) 
  
この NGO は 2013 年に設立され、2016 年では 179 人の女性が参加している。無料で女
性たちが教育を受けられ、Sidomulyo、Gunungsari、Bulukerto、Giripurno の 4 つの村を




 私たちは、この NGO の事務所およびセンターにうかがって聞き取りを行ったが、この






































































































Nakamura Mitsuo, Sharon Siddique, and Omar Farouk Bajunid eds., 2001,Islam and 

























































































































































































































































































































すが，今回の《Confucian-Islamic Connection》の 3 月にまとめるところに，
どのように反映できるかは検討中です。 
 さらに，同じセッションで議論しましたソウル大学の郭(Guo，Yi)さんが関わ
りまして，平成 28 年 11 月には山東師範大学の斉魯文化と中華文明国際学術検
討会に招聘をされました。そこにありますように，「 A Convergence of 
Civilizations」という報告をさせていただきました。 
 これは，近々，山東社会科学院発行の『国際儒学論壇(International Tribune 










 それから，2 点目に，3 月に出されます報告書のなかでは，平成 28 年 6 月に
おこなわれた国際ワークショップの成果，さらに，インドネシアでのフィール
ドワークの成果，そして，できれば山東社会科学院で発行する『国際儒学論壇』
での，これは中国語で発表をすることになっておりますので，日本語バージョ
ンなども含めた諸成果物をまとめたいと考えております。 
 以上で，私の報告は終わらせていただきたいと思います。ありがとうござい
ました。 
司 会：はい。ありがとうございました。 
(終了) 
 
 
 
